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思想の流儀に つい て
野 田 茂 徳
『ロジア的情念とは何か』を骰初に発表した のは襄應義塾大学 の『三田新間』であった。 時に
1970年の春·ま だ浅い日であった。 論文は定期辿載の形をとりながら， その後約1年半にわたって
掲載された。『ロシア的情念とは何か』 る私の姿勢については， 単行本として刊行（国書
刊行会 1975年）した際に， 「あとがき」の中て以下の如くしるしておいた。
は［『］を重ねるにし たがって， 私のイ屑的な関心の植しい方向へと のめり込んでいった。 ロ
ンアのイソテリゲ ‘／ツィアの選びとったく道＞ であり， ま たり虞いられた道でもあったく観
念＞とく日常生活＞を結ぶ同路で の生き ざまは， とりもなおさず今日 の個々のインテリゲ ‘ノ
トに投げかけら れている のである。 霧深ぎ旅路の如くロシア ・ インテリゲントが遣遇
する囚難な舞合は， 私たちの出会っている回路でもある。
そこで， fr『iみをもった存在者として，信仰深 く ， そして敬虔なロシア ・ インテリゲ ‘ノツィア
のく観念＞が， そのまま私たちのく伯的存在＞がく共同性＞に達する運河であるかどうかと
いうことを間う。 こ の間題は，これから先は各個の存在 のなかに委ねら れた主題な のである 。
それ故に， 私は論考をすすめる途中においても， たとえばくデカプリスト の反乱＞を論じ
る際にも， それをロシアだけ の「出来事」に閉じ込め てしま うことはできなかった。 自ずと
日本のく間題＞と の閃連の糸を， たぐりよせることを試みたのである。 そうしないかぎり，
ロシア 拿 イソテリゲソツィアの生ぎざまを 論じることは， まった＜＜意味＞をも たな くなっ
てしま うからである。
そういうわけて， 本書の円容はそうし た論考 の過程の上に立ってく表現者＞とは何か， ィ
ンテリゲンツィアとは何か， ということをつねに根底にすえざるを得ない至極当然の作業と
なったのである(]) 0 
論考を深め梱成 していく 方法はいくつもあるわけで，一つ の方法が絶対的であるわけではない。
『ロンア的仙念とは何か』 の場合は， 国内外の他者の著書から直接コトバを引用し扉文の土台の
構成をはかった のでもなければ， チチコフ的哲学とコトバの援用によって構成したものでもなか
った。 私は， そのよ うな 方法によって己れの学間や思想の表出をはかろうとする流｛義をとらなか
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ったのである。く表現者＞がどのような立場をとろうとそれは各人の方法の間題である。
そこで， 私は， ＜個的存在＞から出発しく共同性＞に逹することを， 己れの思想的連河の展閲
と視ているものであるが， 当然，それは観念的思考によってだけで辰間されるべきものでもなく，
史的検索と読書に支えられつつも， しかしなによりも生きることにおいて思想的く体験> (2) を強
いられた， 時間的収敏によって表出するものであると思うのてある。・
ところで， 人間にとって， この上なく不可解な存在が， 人「M]であ ると いうこと を絶え間なく
く体験＞し知らされてきたのであったが， それでも次のような「チェルヌイシェフスキ ー 論」の
一節を挿入している『ロシア的情念とは何か』が1979年の1月から3月にかけてl〈apacyと言
う名の「役者」たちから「註」や「参考文献表」がないということを口実にした奇妙な芝居を見
せてもらった事があった。 それは異端審間のための宗教裁判所の裁判官の る， 人間の
碑厳を嘗めぎった芝居であった。 「役者」の台詞にはまっずぐなものはなく， ことごとく屈折し
たものであった。 私は， チェ ル ヌイシェ フ スキ ー の生ぎざまの一 部を， 自からの筆でしるしてお
いたことにおいて， すてに奇妙な芝居を歴史の中に見ていたのてあった。
形式のみが専門伯研究であるかのような外的形式のみが論文の内容を決定す る の て は な
い。 まずなによりも， 自分の思恕が現実の土嬢の上にじったものに な る こ と を， 自分の論
文 (3) しま課しているということを語るのである。
教授会の論文審査風最が， どのようなあわてふためき， しかめっ而をしたか想像がつくの
である。 伝統的な論文の記述作成を採らなかっただけではなく， 自分の展開する論拠にたい
しても， すでに述べたように， 術学者にたいする皮肉をこめていっさいの引用を必要とする
ような展間の｛士方を採らなかったのである。 論文は， 学者の密教集団結成のために， ある『rfi
で作用するのであるが， そのような釘学者の百生産構姐を破炭ずるためにも， ぎわめて一般
的な結論にとどまるテ ー マを選択したのであった。 一般的な諸結論であるのはいいが， また
これはあまりにも広範団にわたるものであった。 チェルヌイシェ フ スキーは， あえて広範間
にわたる研究題目を選んだのであった (4) 。
チェ ル ヌイシェ フ スキ ー の論文を寄査していたのはペテ ル ブルグ大学であるが， 時代は帝政ロ
ジア時代の1854年， 1855年という， 130年も前のことであった。
科学技術の進歩の構造と類型を異にした人間精神の展間は「進歩」というものがありえないと
しかいいようのない構造をなしている。 この間題に限定して， 別稿を用應しなければならないと
思っているので， ここではこれ以上ふれないことにしておこう。
ところで帝政ロシアならぬわが国の大学でも130年遅れで， 拙箸について「［，「」があるかない
かとか「参考文献表」が付し、てし、るかどうかとしヽう議論がなされたのであった。 l〈apacy とし、う
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名の「役者」たちの， その行為は， 彼らはそ う とは気づかずに大まじめに彼ら自身の「悲刷」
を狐じていたのであった。私から見れば， その芝居は130年前のペテルブルグ大学の「喜劇」が
眼前で再演されたことにすぎなかったのであった。 それは強い られた演劇空間と時間であった
が， 又ひとつのく体験＞でもあった。 この時代遅れの宗教裁判の「喜劇」の役者と彼らの台詞の
ひとつひとつが， 今後も忘れがたいものとなるであろうと思う。 そして， 「喜劇」の意味は時間
とともに大きな意味をもってきたのであった。チチコフ的人n月がやはり現代にも生きていること
を「役者」たちは哀れにも，自からおろかで無惨な台詞を以って語ったのであった。
己れの生活の上っ而を擬焚した「文化」は大地に根をもたぬ苧木と同じようにオ古れてしま
うのである°。
「文化」の押しつけとは政治権力によって， 人民に押しつけるものである。 ロジアの近代
化をはじめたピョ ー トル大帝， さらに エカテリ ー ナ女帝の「西欧」文化の禅入がそれであっ
た。これはあきらかに皐帝の名において， 人民に強制されるたんなる事象ということだけで
はない。 すなわち近代化， 工業化， 「文化」の内容は11i'.t民地化であったのだ。 皇畜の生活様
式のみがこの方式に一 致することが可能であったが， 人民には大地に連ならない生活様式を
受け入れるのは己れの生命存在を圧迫される極限状況をi耐えて生ぎるに等しいことがらなの
であっ↑こな迂ならは，生命存在を賭けて生きることは否応なく存在したのである。彼らは
タタ ー ルのくびきをそのように生きてきたのであった。 そこには， 二者択ーではなく， 生き
るとは己が生命を賭けることであるというただ一つの命題のみがあった(G) o
折学や思想領域の学間は深く人間にかかわり， 人間そのものが主題となっているだけに厄介な
のである。たとえば役者が個人生活においてはデタラメな生き方をしている人間だとしても， 舞
台では「船者」を演じる如くに， 言うことと行うことが， 乾坤に裂けてしまっいても， 舞台に は
吃っているという具合にである。
1850年代半のペテルプルグ大学の教授会の描成員が， 専制主義の下で何かの役廻りを院じさせ
られていたとしても， それはこんにちから見ればやはり「喜劇」でしかないのである。 ヨー ロ、ノ
パから見れば， アジア的専制主義の下で強制され た「悲劇」であっただろう。しかし， そうでは
なくタタ ー ル的遣制やアジア的専制主義の影よりも，むしろ各個の学者の中に内在するエゴイズ
ムが， 専制主義者に見すかされていたのであった。彼らは自分の演じる場さえ与えられれば， ひ
たすら己れの保身のためにだけニゴイズムを発揮するのである。そのようなわけでこの小さ な
噂劇」はペテルブルクで開幕したのであった。
しかし，こんにち1850年代に生きたあの教授たちは， たれひとり生き残っていないのである。
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時代はそしてあの「喜劇」も人間の死という時間の収敏によって幕を閉じてしまうのであった。
一個のイソテリゲ ‘ノツィアの存在は， その者の魂に発するものであるのだから， 存在を圧
迫するものが社会的事象の中にあれば， 即時的に己れの魂を圧迫している対象に向って， 全
的対応がなされるのである。 このような対応は， 頭の片1り恥こだけに知識をもっていることで
対処する知識人とは， 対極をなしているのである。
ところで， こんにちの情況では， イソテリゲンツィアをいく人見出すことが可能であろう
か。
ごまんといるわが知識人たちは， WJJに夕に悪夢にうなされているかのように呼吸する。 そ
して悪夢を解説しはじめているのである。 彼らは予言者なのか， 説教者なのか？ 私はその
いずれも彼らには期待しないのである。 なぜならは彼らは悪夢さえもみているのかどうか疑
わしいのである。 彼らは悪夢をみるのではなく， 解説するのである。 彼らは悪夢をみるとい
う現実行為からはほど遠いところにいるのである(7)。
『ロシア的情念とは何か』におし 、 て， 論考を展開するために第一次資料の文i猷検索をどれだけ
やっても， 己れの存在と魂を除外していては「文献資料」からは何ひとつ出てこないであろう。
くことば＞によって個1'1勺情念が衷出されるのであれば， くことば＞は客観!'.Iく］な資料によっ
て発することはできない。 くことば＞を語る己れのみが， 内発的第一次資料 なのである。
くことは＞は主潅見的 ・ーじ休1内に訊らねばならなし、のだ (S) o 
ところて， 明治以降のロシア ・ ヨ ー ロ ッ パ ・ アメリカのあらゆる領域の翻訳ものは同民的共有
財産のごとく読まれ， 語り継がれ， すでに私たちの休内奥深く， 血となり肉となってしまってい
るのである。 そうしたものを休内から「文献資料」だけをえぐり出せということは， かのウェ ニ
スの商人さえ手出し得なかったその事以上に不可能なことである。
しかし， こんにち『ロシア的情念とは何か』について以上のことを前提として， のぼせきった
阿Qやしっぽを璽れた阿（、）のためにではなく， 存在の魂にわななぎをおぼゆる人びとのために参
日び）をしるしておこう。
しかして， 汝が魂と存在はし 、 かにありや()
註
(1) 1 1『!Tl茂徳 『ロシア(1り1青念とは何か』（同鸞刊行会 1975年）， 2G7頁。
(2) 野川茂徳 「祈学の加初1生と流儀」（『晶督教祈学飢究』臼JTIJ号 晶督教暫学会1978年）におし、てすでに
私は， なぜ森有正のいうところの〈経験〉ではなく〈休験）という語をとるかという理1:l:1について以下
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の如く述べている。「森氏の思考の中心に， 存在に向うところの存在 それ自身， 存在とは そういうもの
でありますが，〈経験〉 というものは森氏にとって個的な単なる経験ではなく， 人類に達することを志
向するところの普遍的{jlfi値に高められる個の存在 そのものの内部を電流の如く走る生の喜び，そのこと
を森氏は『歓喜』といっています。
つまり， この批界の凡ゆる客観的なもの， 主観的なもの， そういうものをすべて含んで， この現実
そのものが一つの経験である， という発見をしたのだということを言われているわけです。
そして，〈現実〉 そのものが〈経験〉であり，〈経験〉は〈現実〉そのものであると明確にいわれてい
るのです。この〈経験〉ということは， いわゆる国語辞典に見出す『経験』という語ではないことはお
わかりと存じます。森氏の哲学語としての〈経験〉は， いうまでもなく記号でありますが， 単なる記号
ではすまさないという思い込みが大きい語であります。西田幾多郎の〈純粋経験〉という主客合一の原
初的事実とは， 自分では比較して全然ちがう， と言われています。 そのように意識して言われている
ので『ちがう』異った概念なのだと思う以外にないようですが， 森氏が客観的なものも， 主観的なもの
を凡て含んだものとして〈経験〉という語を提示されるとき， 四田哲学の〈純粋経験〉とどのようにち
がうのか， 疑間は残ると思います。
西EEi哲学において世界は〈歴史的樟位〉であって，〈純粋経験〉 の中に閉じ込っていたわけではなか
った。 いってみれば実存的炭位が時l1AJとともに帰史認識として展開していったのです。 主観的なるも
のと客観的なるものJしてを， 西田幾多郎は〈隠史1Y::1実在〉の中にみようとしたのではないでしょうか。
そういう比較をしてみた時に， 森氏の西川の〈純粋経験〉とは全然ちがう， という『経験と思愁』のな. . .  
かでの意志表示はまさに主体的であり：じ観的であります。 そのことはけっして怠味のないことで は な
く， むしろ何学ずるものにとって， 己れの手作業を公訃lしているということで重要な怠味を対他者に
炉えるものです。 ちがう， 全然らかうのたと言われれは， ＇とのことに注祝して展開と見る以外になし 、
のです。
にもかかいらす， 全然ちがうこともなかろうということを私は考えるのでした。 それは1柑田幾多郎
にしても， 森有正にしても観念の絶対化が深まる領域のこと， すなわち宋教について〈休験〉している
からであります。私はここで森氏のいう凰味の〈経験〉をあえて〈体験〉という晶で巾しておきます。
森氏が〈経験〉を側人の平なる経験的な事柄ではなく， 普迎的， 人IMJとしての存在を〈歓喜〉という体
験を経て，人類への共同体験に辻するものかとうか， それが森氏にとっては〈現実〉と〈経験〉の関係
性で晶ろうとされたのだと思います。 しかし， それはあくまでも現時！仄では手｛午業の手順を， 思考の
日 ＇常的様態を公開された段I情で留まっていたと息います。 それ故に， 『経験と思想』 の第且部は 『〈実
存〉と〈社会〉』 であるという， そうあらねばならないという思いが森氏のなかに渦巻いていたことが
容易に理解できるわけです。 遂に，第廿部を発表される前に，討なくなりになりました。森氏の〈経験〉
には， 帰史的認識が欠落しているのではなかろうか， そうした疑間が，私にはありまして第且部が出な
くなり， その疑間が〈純粋経験〉と〈経験〉の知似と展開を比較したl月のまま残ってしまいました。
〈経験〉という枠のなかで， すべての應味を悩り込んでしまうあまり， 言晶が記号機能として円環連
動をおこし， コトバは盛り込まれた主イ本的， 主観1'.1り作業とは1itJ係なく印純化されてしまっているよう
に息し ヽます。 永辿なるものをも：臼する過尼凶ま， 日 ＇常におし、てありふれた生活の累柏にしかすきません い
そこではとりすましたコトハか〈経験〉であっても， ただの〈 j] 〉になってしまうのです。私たちか累
梢としての人類の共同沿りに側って立つとき， ｝佗史〈休験〉はコトバを越えるのてす。｛！；仰体験というよ
うなことを言諮化してしまうと， それは〈体験〉の連河を通して心的領域の時間· 空間に共同性を持ち
うるものが， 色褪るのです。 あるII、/i'vまのっぺらほうなものにしてしまいます。 そうした現絞が起きう
るのです。
存在のディレンマを内包した姿が〈体験〉という』にはあります。実存 そのもののjj'(jましい現実が そ
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こにはあります。〈経験〉 ではなく，〈体験〉という語を私がここで選んでいる理由の 一つはこういうと
ころにあります。」(21頁�23頁）。
(3) 18 5 4年10月ペテルブルグ大学に提出されたチェルヌイシェフスキーの学位請求論文
«3cTeKH'leCKOe OTHOWeI-IHe HCKYHCTBa K)KH3HI-I 〉〉
(4) 野田茂徳『ロシア的清念とは何か』178 頁。
(5) 前掲書100頁。
(6) 庁財易讐f 100頂t,......,101 J. 団。
(7) 前掲書104頁。
(8) 前掲書13 0頁。
C 9) JIH著書の刊行後， あらたに出版され継続刊行物等を含め ） さしあたりここではロシア語による関係資料
を中心にしるしておく。
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「ロシア的情念とは何か」
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M.-J1., 1936. 
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No. 3. (1978) 
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48. 「p116oe八OB, A. C.: TBopYecrso. I311orpa中H月. Tpa,LUIUHH. 』., 1977.
-9-
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66. 3aM汀THl1!-I, B. H.: 3KOHOMIが1ec1rne B3rJJ月J.lbf LJepHbl山eBcI<oro. M., 1951.
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No. 2. (1978)
72. 1'fasecr1rn. M.-Jl., 1917-
73. «J,13secrn月AI-f CCCP, 01汎eJI J1HTeparypb1 1 月3bIKa» T. 14, Bb!TT. 2. (1955)
犀OHOMOB, B. E.: HaKaHyHe pe巾opM nerpa BeJIImoro. M., 1903.
75. J.1crop1訊 Pocnm B 19 BeKe. TT 1-9. Cn6., 1907-1911.
76. vicrop訊CCCP c ApeBH蝉WHX BpeMeH 八0 HaWHX 八HeH. B 12 TOMax. s 2 cep卵x.
77. :VheH6epr, B. C.: K Bonpocy o BJIH只mm peBoJI叫HOHepos 3llOXH rra駅HI訊KperrocTHOf'O
npasa Ha Hapo八HHKOB rrepBOI1 llOJJOBHHbl 70-x rO)J.OB XIXB. « 目crop卵ec1rne 3an11cKH»
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80. KaTopra 11 CCbIJIKa : vlcropHKO-pe6oJIIOIJ,HOHHblH BeCTHHK. TT. 1-15 (No. 1-116). M.,
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84. l〈03bMHH, 5. n.: 5b!Jl JJJ,j H. r. 4epHbIWeBc1rnrr aI3TOpOM llHCbMa " Pycc1rnro l-!eJIOI3eirn"
k「ep訳HY? B KH. " JiwrepaTypHoe HaCJie江CTBO" T. 25/26. M., 1936.
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86 . I{03bMHH, 5. n.: vi3 HCTOp1rn peBOJllO且HOHHori MbICJIH s Pocc1-rn .. M., 1961. 
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96. KopHHJIOB, A.: Kypc HcTop1rn PoccHH 19 BeKa. TT. 1-3. M., 1912-1914.
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101. KpOKO八HJI. M., 1928-
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110 . J1e6e)leB-nOJI月HCK叫； B.: 日.r. 月epHbIWeBCK!1I1. M., 1939. 
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«McTopirn CCCP� 〉No. l. (1957)
136. 日四KHHa, M. B.: 日. r□ 出ep!!bl!且eec1rnii B 6op1:,6e 3a cnJ1oc1e1me c11J1 pycc1rnro ;.1,eM01<­
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My Way of Thinking in What Is Russian Passion ? 
Shigenori NooA 
Roshia tehi .i onen to wa nのii ka (What Is Russian Passion?) (Tokyo, 1975) was first 
senalizecl in the .Mila-Shin!mn of I<:eio University from March of 1970 until November of 
1971. 
The essay developed along the lines of my interests: the relation between the "everyday 
lives" of the Russian intelligentsia and the "ideas" which formed the path they chose 
and the path which was forced upon them. This is a problem similar to that which each 
intellectual faces today. The essay begins at the place where the Russian intelligentsia 
encountered their hardships, and inquires whether the" ideas" of these suffering intellectuals 
and their deep faith ancl piety can in some way be the canal which connects our "individual 
existence" with the··community" aspect of our lives. This is a problem which will be set 
for each individual existence in the future as well. 
Wh.at ls Russian Passion? is based on the above considerations, ancl the problems of 
"What is the meaning of expression?'', "\Vhat is the intelligentsia?" became an absolutely 
necessary substratum for the study. T¥ha! Is Russian、 Passio1Z? should be viewed as an 
expression of my own fundamental philosophical position with re_garcl to the "hardships" 
which passion imposes 
